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カンジダ酵母の遺伝子の組換え技術に基づく機能解析
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研究成果
)定以上の菌密度を感知するクオラムセンシング
(Qt)機構は，カンジダの酵母形から菌糸形への形態発
現の初期段階を制御する.しかしカンジダのQt機構は
Qt物質の発見，二成分制御系の関与以外まだ殆ど解明
されていない.我々は，カンジダの形態変換能を指標に，
Qt機構初期段階の網羅的遺伝子発現解析をゲノムマイ
ク口アレイ法で行った.その結果，Qtの初期段階に発
現促進がみられる遺伝子として 50遺伝子が選出された
が，未知遺伝子以外の 22遺伝子の 1/3は Gcn4p転写因
子に支配された遺伝子で主にアミノ酸合成に関わるも
のであった.さらに 1/3は負の転写因子 (Nrg1p，Tup1p， 
Ssn6p，Mig1p)に支配された遺伝子で主に解糖系/糖新
生/その周辺に関わるものであった.のこり 1/3は，こ
れら転写因子に支配されないグルコース代謝や酸化スト
レスに関わる遺伝子であった.
アミノ酸合成や解糖系/糖新生/その周辺に関わる遺
伝子群の発現パタ…ンは，カンジダが食細胞に貧食され
た初期段階で発現する遺伝子群のパタ…ンと共通した.
この食細胞内でのカンジダの遺伝子発現は，飢餓環境へ
の適応と考えられている.これらのことから，カンジダ
のQt機構初期段階の濃依子発現も，一時的な飢餓に対
する適応を示しているのではないかという仮説を
た.
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